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本書について 

本書は ActiveImage Protector 2018 Update for RDX を使用して、Windows および Linux OS ホス

トに接続した RDX QuikStor/QuikStation へのバックアップ/リストアを行う手順について記載しております。 

 

◆特長 

ActiveImage Protector 2018 Update for RDX は、タンベルグデータ社との協業により開発した RDX

に対応した、バックアップツールです。タンベルグデータ社の RDX との組合せにより、コンピュータシステムの障害

や自然災害、火災、ウイルス感染などの不測の事態に備え、低コストで災害復旧対策を実施することが可能

です。 

災害復旧対策として、バックアップデータの消失は、企業の存続や信頼を損なう大きな問題となりますので、バ

ックアップデータは安全な場所に保管する必要があります。しかし、リモートサイトへネットワーク経由で膨大なバ

ックアップデータを転送し保存する場合、ネットワーク回線やバックアップ保存先のストレージなどのコストが課題

になっています。 

ActiveImage Protector 2018 Update for RDX を使用して、RDX にバックアップを取得後、カートリッ

ジを取り外して安全な場所に保管(リモートサイトに宅急便で搬送、耐火耐水金庫へ保管など)し、不測の事

態には、RDX カートリッジに保存されているバックアップデータより、迅速にシステムを復元し再稼働させることが

できます。 

◆RDX カートリッジの自動イジェクト機能を搭載 

ActiveImage Protector 2018 Update for RDX は、以下のタイミングで RDX カートリッジを自動的に

イジェクトする機能を提供します。 

・週単位: 特定曜日の最後のバックアップ完了後 

・日単位: 毎日特定の時間 

・バックアップ終了後: 毎回バックアップタスクの完了後 

 

これにより、RDX カートリッジを取り外し忘れるというミスをなくすことで、バックアップデータの損失やコンピューター

ウイルス感染のリスクを軽減します。 

例えば、RDX カートリッジを週 1回交換し、1回のフルバックアップと 1週間分の増分バックアップをまとめて保

存するバックアップ運用が可能です。 
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増分 

増分 

増分 

増分 

1世代目 2世代目 

フルバックアップ 
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4 ActiveImage Protector 2018 Update for RDX 

Windows手順 

 

RDX QuikStor/QuikStation をWindows ホストに接続し、バックアップ等の設定を行います。 

 

RDX Managerのインストール 

 

Active Image Protector 2018 Update for Windows では RDX Manager の機能を使用します。必

ず RDX Manager インストールしてください。 

 

注) RDX Managerは必ず Version01.0.30以上を使用する必要が有ります。古いバージョンをご使

用の場合は必ずアップデートしてください。 

 

以下、RDX Manager のインストール方法について記載します。 

 

タンベルグデータホームページの下記 URL より公開されている RDX QuikStor、RDX QuikStation4 または

RDX QuikStation8 の製品情報ページの Download から RDX Manager for Windows を選択しダウン

ロードします。 

https://www.tandbergdata.com/jp/index.cfm/products/removable-disk/rdx-quikstor/ 

ダウンロードした zip ファイルを解凍し、RDXManagerinstall.exe を実行しウィザードに沿ってインストールを行

ってください。 

 

① インストーラを起動すると下記の画面が表示されるので「次へ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.tandbergdata.com/jp/index.cfm/products/removable-disk/rdx-quikstor/
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② インストールパスの指定画面が表示されるので必要な場合は変更して「次へ」をクリックします。 

 

 

③ コンポーネントの選択画面が表示されるので通常デフォルトのまま、「次へ」をクリックします。 

 

 

④ ライセンスの同意に関する画面が表示されるので「ライセンスに同意する」を選択して「次へ」をクリックします。 
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⑤ スタートメニューのショートカット画面が表示されるので変更の必要が無ければそのまま「次へ」をクリックします。 

 

 

⑥ インストールの準備完了画面が表示されるので「インストール」をクリックします。 

 

 

⑦ 以下の完了画面が表示されるので「完了」をクリックします。 
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接続確認等準備 (QuikStor) 

 

RDX ドライブの OS からの認識の確認を行います。 

 

 

 

 

RDX認識の確認 

 

デバイスマネージャから RDX ドライブが認識されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Windows Server 2016 

RDX Manager 1.0.33 

USB3.0 

RDX QuikStor 

USB 3.0 External Drive 

接続例： 
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RDX カートリッジをドライブに挿入し、エクスプローラから RDX ドライブ/メディアが正常に認識されることを確

認します。 
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接続確認等準備 (QuikStation) 

 

RDX QuikStation4 または 8 のデバイスモードを設定の上、OS から iSCSI で接続し、認識を確認した後、パ

ーティショニング/フォーマット等を行います。 

 

 

 

 

RDX QuikStation モードの設定 

 

本書では RDX ドライブ、ディスクオートローダ、論理ドライブ、保護ボリューム等ディスクターゲットでの使用を前提

にしております。各モードの詳細については、タンベルグデータ社ウェブサイトより製品マニュアルを参照してください。

本書の設定例ではジョブ実行後にカートリッジのイジェクトを行うように設定しています。カートリッジのイジェクトを

行う場合はいずれのモードでもリムーバブルディスクの設定を選択してください。 

 

① QuikStation管理画面にログインします。 

 

 

 

 

 

 

Windows Server 2016 

RDX Manager 1.0.33 

 

iSCSI 

RDX QuikStation8 

接続例： 
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② 「システム設定」→「デバイスタイプの変更」をクリックします。 

 

 

③ RDX ドライブ(単一ドックへの接続の場合)、ディスクオートメーションドライブ(Eject によるカートリッジの入れ

替えを行いたい場合)、RDX論理ボリューム(複数カートリッジを結合して使用したい場合)、RDX保護ボリ

ューム(複数カートリッジで RAID を構成したい場合)等論理デバイスタイプを選択し、「変更」をクリックしま

す。 

 

 

④ 装置がリブートされ、モードが変更されます。 
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 iSCSI接続  

 

iSCSI イニシエータツールから QuikStation論理デバイスを接続します。 

 

① 管理ツール→iSCSI イニシエータを起動し「探索タブ」を選択し「ポータルの検索」をクリックします。 

 

 

② 以下のウィンドウが表示されるので「IP アドレスまたは DNS名」に QuikStation の IP アドレスを指定して

「OK」をクリックします。 
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③ 「ターゲット」タブを選択して、「検出されたターゲット」から接続するターゲットを選択して「接続」をクリックしま

す。 

 

 

④ 以下のウィンドウが表示されるので、「OK」をクリックします。 
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⑤ 以下の様に「状態」が接続完了に変更されます。 

 

 

⑥ 他に接続するターゲットが有れば接続し「OK」をクリックして終了します。 
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 RDX認識の確認 

 

デバイスマネージャから RDX ドライブが認識されていることを確認します。 

 

  

RDX カートリッジをスロットに挿入し、エクスプローラから RDX ドライブ/メディアが正常に認識されることを確

認します。 
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パーティショニング  

 

QuikStation の論理ボリュームおよび保護ボリュームモードを使用する場合、初期状態ではパーティションファイル

システム等が無い状態で認識されます。 

以下の手順でパーティションを作成下さい。(x8 RDX ドライブモードで NTFS によりフォーマットされたカートリッジ

を使用する場合必要ありません) 

 

① RDX Manager を実行します。 

 

 

② RDX Manager の Drive List ウィンドウが表示されるのでドライブを選択して「RDX ドライブの管理」をクリ

ックします。 
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③ 以下の Management ウィンドウが表示されるので「ユーティリティ」タブをクリックします。 

 

 

④ 以下の Utility画面となるので「カートリッジのパーティションとフォーマット」をクリックします。 
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⑤ 以下のポップアップが表示されるのでフォーマット形式を「NTFS」(デフォルト)又は「exFAT」を選択して「OK」

をクリックします。 

 

 

⑥ 以下の警告のポップアップが表示されますが問題なければ「はい」をクリックします。 

 

 

⑦ 「パーティションとフォーマット正常終了」を確認して RDX Manager を終了します。 
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ActiveImage Protectorのインストール 

 

ActiveImage Protector のインストール方法については、下記 URL に公開されているオンラインヘルプの

「ActiveImage Protector のインストールと起動」の項を参照ください。また、合わせて「システム要件」の項も

参照ください。 

 

・ActiveImage Protector 2018 Update Server/Desktop Edition のオンラインヘルプ 

http://webhelp.netjapan.com/AIP/Windows/2018/ja/help/index.html 

 

バックアップの運用と設定例 

 

典型的なバックアップ運用例と運用例に沿ったジョブの設定例を紹介します。 

 

カートリッジを毎週交換する運用例 

GUI 設定から、カートリッジを 1 週間に 1 回交換し、1 回のフルバックアップと 1 週間分の増分バックアップをまと

めて保存する運用です。週の初めにフルバックアップを実行し、残りの曜日は増分バックアップを繰り返し実行しま

す。スクリプト実行時にバックアップがスケジュール内の最後のバックアップかを判断し、該当の曜日の場合カートリッ

ジの交換忘れを防ぐためカートリッジをイジェクトします。カートリッジ 2 本を毎週入れ替える運用では、前週までの

各曜日の時点に復旧できます。カートリッジ本数を増やすことで、復旧可能な過去世代数を週単位で増やすこと

ができます。(4本なら 4週間等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルバックアップ 

増分 

増分 

増分 

増分 

1世代目 2世代目 

フルバックアップ 

増分 

増分 

増分 

増分 

毎週交換 

  

http://webhelp.netjapan.com/AIP/Windows/2018/ja/help/index.html
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 バックアップスケジュール設定例 

 

フルバックアップを実行し、カートリッジを毎週交換する運用例の設定について記載します。 

① ActiveImage Protector の管理画面を開き「バックアップ」>「バックアップスケジュールの作成」を選択し

ます。 

 

 

② 「対象の選択」画面が表示されるのでバックアップ対象を選択し「次へ」をクリックします。(以下の例では C ド

ライブを含むディスクを選択) 
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③ 「保存先の選択」が表示されるので、「保存先」の右側の「フォルダーを選択」をクリックして RDX ドライブを

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

21 ActiveImage Protector 2018 Update for RDX 

④ 保存先を選択したら「保存先隔離オプション」の「保存先に指定した RDX をバックアップ後に取り外す」をチ

ェックし取り外しを実行したい曜日(以下の例では金曜日)を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

⑤ 以下の「スケジュールの設定」表示となるので以下の設定を行い「OK」をクリックします。 

(ア) 「ベース」に週単位を指定 

(イ) バックアップを取得する曜日を選択(例では月曜日) 

(ウ) 実行時間を適切な値に変更(例では 19時) 

(エ) 増分実行曜日を指定(例では火曜日から金曜日) 

(例ではその他設定はデフォルト値を使用) 

 

  

上記の設定では毎週月曜日の 19時にフルバックアップを取得、火曜日から金曜日の 7時から 21時ま

で 1時間毎に増分バックアップを取得し、金曜日の最終増分取得後にカートリッジをイジェクトします。月

曜日の日中にカートリッジを交換する想定となります。 

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 
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⑥ 以下「スケジュール」の画面が表示されるので「オプション」を下記記載の通り変更し「次へ」をクリックします。 

 

 

オプション部拡大 

(ア) 「ベース」に週単位を指定「保有ポリシーを有効にする」にチェックを入れる 

(イ) 「保有対象外となった世代のイメージファイルを全て削除」を選択(デフォルト) 

(ウ) 「保有するバックアップ イメージの世代数」に「1」を設定 

(エ) 「新世代作成前に旧世代を削除する」にチェックを入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ア) 

(イ) 
(ウ) (エ) 
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⑦ 以下の「確認」画面が表示されるので内容を確認して「完了」をクリックします。 

 

 

毎週金曜日の増分バックアップ終了後、自動的にカートリッジがイジェクトされるのでカートリッジを入れ替えて

下さい。 
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ファイル単位の復元 

取得したバックアップからファイル単位での復元を行う手順について説明します。 

① ActiveImage Protector管理画面より「復元」>「ファイル復元」をクリックします。 

 

 

 

② 「復元ポイントの選択」画面が表示されるので、リストアを実行したい復元ポイントを選択し「次へ」をクリック

します。 
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③ 「ファイルの復元」画面が表示されるので復元したいファイルを選択して「実行」をクリックします。 

 

 

④ ファイルの復元が実行されます。 
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リカバリ 

 

iSCSI デバイスからのリカバリには CentOS ベースの起動環境メディアを用いて復元を行う必要が有ります。 

 

※CentOS ベースの起動環境メディアについて： 

・メディアキットを購入いただいている場合 

ActiveImage Protector 2018 Update 起動環境メディアをご使用ください。 

・プログラムをダウンロードで入手いただいている場合 

ActiveImage Protector 2018 Update RDX for Server の ISO フォルダー内の

AIPBE_CentOS.iso を DVD-R に書き込んでご利用ください。 

 

以下の手順では CentOS ベースの起動環境メディアからの復元について記載します。また、USB外付け RDX

ドライブの場合にも CentOS ベースの起動環境メディアを用いての復元が可能ですので、下記手順より iSCSI

デバイスのみ実施の部分を省略して同様に復元を行って下さい。 

 

ブータブルメディアからのリカバリ 

 

CentOS ベースの起動環境メディアからのリカバリについて説明します。 

① ブータブルメディアから起動を行います。「Start ActiveImage Protector Boot Environment」を選

択して Enter キーを押します。 
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② 以下の画面が表示されるので「日本語」を選択し「OK」をクリックします。 
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③ 以下のダッシュボード画面が表示されます。 

 

システムを含むディスクが Linux上では /dev/sda と認識されています。このデバイス名は重要です。 

注)以下ネットワーク設定、iSCSI デバイスの接続等は iSCSI デバイスの QuikStation4/8 のみで必要と

なります。ネットワークの設定は DHCP で IP アドレスが自動的に割り当てられる場合は必要ありません。 

 

④ 「ユーティリティー」>「ネットワーク設定」を選択します。(iSCSI のみ、Static IP環境のみ) 
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⑤ 以下のウィンドウが表示されるので「現在の NIC」に QuikStation と同一ネットワークに接続されている

NIC を、「IP アドレス」に接続に使用する IP アドレスを、「サブネットマスク」にサブネットマスク等接続に必要

な値を指定し適用をクリックします。(iSCSI のみ) 

 

   

 

   上記の例では 192.168.0.26 のプライベートネットワークに接続しています。 

 

以下のプロンプトが表示されるので「OK」をクリックします。 
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⑥ 「ユーティリティー」>「ターミナルを開く」を選択します。 (iSCSI のみ) 

 

 

以下のプロンプトが表示されるので「OK」をクリックします。 

 

 

⑦ ターミナルが表示されるので、iscsiadm コマンドによる接続を行います。 

(ア) iscsiadm -m discovery -t st -p IPaddr によりターゲットポータルを検索 

(イ) iscsiadm -m node --login によりターゲットにログイン 

(ウ) ターミナルを終了 

 

⑧ 「ユーティリティー」>「ローカルボリュームのマウント」を選択します。 
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⑨ 以下の画面が表示されるので「更新」をクリックして最新の情報を反映します。 

 

がマウントされたボリューム 

がマウントされていないボリューム 

 

起動時に認識されたボリュームはすべてマウントされた状態となりますが、復旧対象のボリューム(C ドライブ

等)はマウントを解除し、バックアップ イメージがあるボリューム(RDX ドライブ)はマウントされている必要があり

ます。 

上記の例では/dev/sda が C ドライブを含む起動ドライブに当たり、/dev/sde1 はバックアップ イメージが

あるボリュームとなります。 

 

⑩ それぞれのボリュームを「マウント解除」および「マウント」を実行し、RDX ドライブのみが選択された状態としま

す。 
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⑪ 「操作」>「ボリュームの復元」を選択します。 

 

 

 

⑫ 以下の「ボリューム復元」画面が表示されるので Local ディスクから「復元ポイント」を選択して「次へ」をクリッ

クします。 

 

 

⑬ 「復元設定」の表示となり、選択したイメージのディスクレイアウトが［復元するアイテム：］に表示されます。

ディスク、またはボリュームをドラッグし、復元対象へドロップし、「次へ」をクリックします。 
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⑭ 確認の画面が表示されるので内容を確認して「完了」をクリックします。 

 

 

⑮ リカバリが開始されると「ダッシュボード」画面が表示されステイタスが表示されます。ステイタス「完了」を確認

します。 
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⑯ 「操作」>「終了」>「シャットダウン」または「システム再起動」を選択して終了します。 

 

 

⑰ 正常に再起動したらリカバリの終了です。 
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Linux手順 

 

RDX QuikStor を USB3 ケーブル、RDX QuikStation を iSCSI で Linux CentOS7.x のホストに接続し、

バックアップ等を行います。 

 

RDX QuikStor 

 

 

 

RDX QuikStation 

 

接続確認等準備 

 

RDX QuikStation8 のデバイスモードを設定し OS から iSCSI で接続し、認識を確認し、パーティショニング、フ

ォーマット等を行います。 

RDX QuikStor を使用する場合はモードの設定、iSCSI接続等は必要ありません。その他の項目を実施下さ

い。 

 

RDX QuikStation モードの設定(QuikStationのみ) 

 

① RDX QuikStation の各モードについては 付録 1）RDX QuikStation4/8 のモードについて をご確認く

ださい。 

② RDX QuikStation モードの設定については RDX QuikStation モードの設定 をご確認ください。 

 

CentOS 7.x 

iSCSI 

RDX QuikStation8 

CentOS 7.x 

USB3.0 

RDX QuikStor 

USB 3.0 External Drive 
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iSCSI接続(QuikStationのみ) 

 

iSCSI イニシエータツールをインストールし、QuikStation論理デバイスを接続します。 

iSCSI イニシエータのインストール 

 

iSCSI イニシエータツールのパッケージを下記コマンドで確認します。パッケージがある場合は下記のように表示

されます。 

 

 

 

パッケージが存在しない場合は、iSCSI イニシエータツールのパッケージをインストールします。 

 

 

 

iSCSIの接続 

 

iscsiadm コマンドにより、iSCSI ターゲットに接続します。以下の例では RDX モードで IP Address 

192.168.0.10 の QUikStation8 に接続しています。 

 

① Discovery モードを使用してターゲットを検索します。 

 

 

 

 

② ターゲットにログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# yum -y install iscsi-initiator-utils 

# iscsiadm -m discovery -t sendtargets -p 192.168.0.10 
192.168.0.10:3260,1 iqn.2010-01.com.tandbergdata:storage.rdx2-2.989300045 
192.168.0.10:3260,1 iqn.2010-01.com.tandbergdata:storage.rdx1-1.989300045 

# iscsiadm -m node -T iqn.2010-01.com.tandbergdata:storage.rdx1-1.989300045 --login 
Logging in to [iface: default, target: iqn.2010-01.com.tandbergdata:storage.rdx1-1.989300045, portal: 
192.168.0.10,3260] (multiple) 
Login to [iface: default, target: iqn.2010-01.com.tandbergdata:storage.rdx1-1.989300045, portal: 
192.168.0.10,3260] successful. 

# rpm –qa | grep iscsi-initiator 
iscsi-initiator-utils-xxxxxxxxxx 
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RDX認識の確認（QuikStorの場合の例） 

 

RDX QuikStor を USB ケーブルで接続し、OS からドライブが正常に認識していることを確認します。 

以下確認例: 

 

コマンドは sg3_utils があらかじめインストールされている必要があります) 

 

 

パーティショニングとマウント 

 

RDX カートリッジの多くは NTFS フォーマットで販売されていますが、AIP のバックアップ先として利用する場合は

ex4等の Linux用にフォーマットして使用するとパフォーマンスが向上します。また、QuikStation の論理ボリュ

ーム/保護ボリュームでは初期作成時にはパーティションを作成する必要が有ります。ここでは NTFS フォーマットの

パーティションを削除し、ext4 パーティションを再作成する手順で説明します。(ntfs-3g パッケージ等を使用すれ

ば NTFS のままでも使用可能ですが、パフォーマンスは低下します) 

 

① パーティション操作の開始 

自動でマウントされている場合は、事前にアンマウントしておきます。（この例の RDX カートリッジのデバイス

パスは/dev/sdc です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# lsblk 
NAME   MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT 
fd0      2:0    1    4K  0 disk  
sda      8:0    0   50G  0 disk  
├─sda1   8:1    0    1G  0 part /boot 
├─sda2   8:2    0   46G  0 part / 
└─sda3   8:3    0    3G  0 part [SWAP] 
sdc      8:32   1  2.7T  0 disk  
└─sdc1   8:33   1  2.7T  0 part /run/media/root/RDX_3TB 
sr0     11:0    1 1024M  0 rom   
 
# umount /dev/sdc1 

# lsscsi 
[1:0:0:0] cd/dvd NECVMWar VMware IDE CDR10 1.00 /dev/sr0 
[2:0:0:0] disk    VMware  Virtual disk  1.0  /dev/sda 
[3:0:0:0] disk    TANDBERG RDX     0227 /dev/sdb 
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② パーティション状態の確認 

パーティションを再作成するため parted コマンドを起動します。起動時の引数として RDX カートリッジのデバ

イスを指定します。カートリッジ内のパーティションを確認するため、”print”を実行します。この例では

/dev/sdc1 というデバイスが NTFS パーティションであることを確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ パーティションの削除 

NTFS パーティションを削除するため、上記 Number で示されている数字を入力して削除します。 

削除後に”print”を実行するとパーティションが削除されていることが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

④ パーティションの再作成 

新しいパーティションを作成するため、”mkpart”を実行します。この例ではカートリッジ全体を 1 パーティショ

ンとして作成しています。”print”を実行し、パーティションが作成されたことを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# parted /dev/sdc 
GNU Parted 3.1 
Using /dev/sdc 
Welcome to GNU Parted! Type 'help' to view a list of commands. 
(parted) print 
Model: TANDBERG RDX (scsi) 
Disk /dev/sdc: 3001GB 
Sector size (logical/physical): 512B/512B 
Partition Table: gpt 
Disk Flags:  
 
Number  Start   End     Size    File system  Name                  Flags 
 1      1049kB  3001GB  3001GB  ntfs         Basic data partition 
 

(parted) rm 1 
(parted) print 
Model: TANDBERG RDX (scsi) 
Disk /dev/sdc: 3001GB 
Sector size (logical/physical): 512B/512B 
Partition Table: gpt 
Disk Flags:  
 
Number  Start  End  Size  File system  Name  Flags 

(parted) mkpart 
Partition name?  []? RDX_3TB  
File system type?  [ext2]? ext4  
Start? 0% 
End? 100% 
(parted) print 
Model: TANDBERG RDX (scsi) 
Disk /dev/sdc: 3001GB 
Sector size (logical/physical): 512B/512B 
Partition Table: gpt 
Disk Flags:  
 
Number  Start   End     Size    File system  Name     Flags 
 1      2032kB  3001GB  3001GB               RDX_3TB 
 
(parted) quit 
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⑤ パーティションのフォーマット 

作成したパーティション(/dev/sdc1)を ext4 でフォーマットするためmkfs コマンドを実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ デバイスの確認 

Parted –l コマンドを実行して ext4 でフォーマットされていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# mkfs -t ext4 /dev/sdc1                                    
mke2fs 1.42.9 (28-Dec-2013) 
/dev/sdc1 alignment is offset by 512 bytes. 
This may result in very poor performance, (re)-partitioning suggested. 
Filesystem label= 
OS type: Linux 
Block size=4096 (log=2) 
Fragment size=4096 (log=2) 
Stride=0 blocks, Stripe width=496 blocks 
183148544 inodes, 732564720 blocks 
36628236 blocks (5.00%) reserved for the super user 
First data block=0 
Maximum filesystem blocks=2881486848 
22357 block groups 
32768 blocks per group, 32768 fragments per group 
8192 inodes per group 
Superblock backups stored on blocks:  
 32768, 98304, 163840, 229376, 294912, 819200, 884736, 1605632, 2654208,  
 4096000, 7962624, 11239424, 20480000, 23887872, 71663616, 78675968,  
 102400000, 214990848, 512000000, 550731776, 644972544 
 
Allocating group tables: done                             
Writing inode tables: done                             
Creating journal (32768 blocks): done 
Writing superblocks and filesystem accounting information: done     

# parted -l 
 
Model: TANDBERG RDX (scsi) 
Disk /dev/sdc: 3001GB 
Sector size (logical/physical): 512B/512B 
Partition Table: gpt 
Disk Flags:  
 
Number  Start   End     Size    File system  Name     Flags 
 1      2032kB  3001GB  3001GB  ext4         RDX_3TB 
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⑦ fstab に記載 

注) OSの再起動時に環境によってはデバイスパスが変わってしまうことがあります。デバイスパスが変わ

るような環境では udev等を使用してパスを固定するようにしてください。 

 

事前にバックアップ保存先のマウントポイントを作成し、fstab に RDX のデバイスを登録して OS起動時に

自動マウントされるように設定します。 

fstabはテキストエディタや vi コマンドで修正してください。 

- iSCSI の場合オプションを [_netdev] とする必要があります。 

- USB の場合オプションを [nofail] とする必要があります。 

- 例では /backup を指定しています。事前に任意のマウントポイントを作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ RDX をマウント 

mount –a を実行し、fstab の設定でマウントを行います。fstab が正しければ正常にマウントされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# mkdir /backup 
 
# vi /etc/fstab 
# 
# /etc/fstab 
# Created by anaconda on Thu Dec 14 12:59:10 2017 
# 
# Accessible filesystems, by reference, are maintained under '/dev/disk' 
# See man pages fstab(5), findfs(8), mount(8) and/or blkid(8) for more info 
# 
UUID=88ab5fe0-43ef-4ebe-a51a-3c0ded2945fe /                       ext4    defaults        1 1 
UUID=ff408246-729f-46c9-88cf-240f7f3d58ca /boot                   ext4    defaults        1 2 
UUID=3f4345e5-f65f-4c58-9f9f-d867c11a0264 swap                    swap    defaults        0 0 
/dev/sdc1         /backup     ext4    _netdev         0 0 

# mount -a 
# lsblk 
NAME   MAJ:MIN RM  SIZE RO TYPE MOUNTPOINT 
fd0      2:0    1    4K  0 disk  
sda      8:0    0   50G  0 disk  
├─sda1   8:1    0    1G  0 part /boot 
├─sda2   8:2    0   46G  0 part / 
└─sda3   8:3    0    3G  0 part [SWAP] 
sdc      8:32   1  2.7T  0 disk  
└─sdc1   8:33   1  2.7T  0 part /backup 
sr0     11:0    1 1024M  0 rom   
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⑨ カートリッジ差し替え後の自動マウント 

--- RHEL7.ｘ / CentOS7.x の場合 --- 

RHEL7.ｘ/CentOS7.x の GNOME デスクトップ環境ではカートリッジ差替え後に自動マウントされます。

環境によってはカートリッジ差替え後に自動マウントされない場合があり自動マウントが行われるかの判定は

下記パッケージがインストールされているかを確認します。 

 

 

 

 

基本的に GNOME デスクトップ環境であれば udisks2 はインストールされていますが、minimal構成でイ

ンストールした場合は、udisks2 をインストールしてください。 

 

 

udisks2 をインストールしない場合は、cron でマウントコマンドを定期的に実行してください。 

crontab の編集は vi エディタと同じ操作です。 

 

 

 

 

   「crontab -l」コマンドにより設定内容を確認します。 

 

 

 

 

--- RHEL6.ｘ / CentOS6.x の場合 --- 

RHEL6.ｘ/CentOS6.x では udisks パッケージがインストールされていてもカートリッジ差替え後に自動マ

ウントが行われません。そのため cron でマウントコマンドを定期的に実行する必要があります。 

crontab の編集は vi エディタと同じ操作です。 

 

 

 

 

   「crontab -l」コマンドにより設定内容を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# rpm –qa | grep udisks2 
libudisks2-2.7.3-6.el7.x86_64 
udisks2-2.7.3-6.el7.x86_64 

# yum -y install udisks2 

# crontab –u root –e 
 
*/5 * * * * `mount -t ext4 /dev/sdc1 /backup` 

# crontab -l 
*/5 * * * * `mount -t ext4 /dev/sdc1 /backup` 

# crontab –u root –e 
 
*/5 * * * * `mount -t ext4 /dev/sdc1 /backup` 

# crontab -l 
*/5 * * * * `mount -t ext4 /dev/sdc1 /backup` 
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ActiveImage Protectorのインストール 

 

ActiveImage Protector のインストール方法については、下記 URL に公開されているオンラインヘルプの「イン

ストールと起動」の項を参照ください。また、合わせて「システム要件」の項も参照ください。 

 

・ActiveImage Protector 2018 Update Linux Edition のオンラインヘルプ 

http://webhelp.netjapan.com/AIP/Linux/2018 Update/ja/help/index.html 

 

バックアップの運用と設定例 

 

典型的なバックアップ運用例とその運用例に沿ったジョブの設定例を紹介します。 

 

カートリッジを毎週交換する運用例 

GUI 設定から、カートリッジを 1 週間に 1 回交換し、1 回のフルバックアップと 1 週間分の増分バックアップをまと

めて保存する運用です。週の初めにフルバックアップを実行し、残りの曜日は増分バックアップを繰り返し実行しま

す。スクリプト実行時にバックアップがスケジュール内の最後のバックアップかを判断し、該当の曜日の場合カートリッ

ジの交換忘れを防ぐためカートリッジをイジェクトします。カートリッジ 2 本を毎週入れ替える運用では、前週までの

各曜日の時点に復旧できます。カートリッジ本数を増やすことで、復旧可能な過去世代数を週単位で増やすこと

ができます。(4本なら 4週間等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルバックアップ 

増分 

増分 

増分 

増分 

1世代目 2世代目 

フルバックアップ 

増分 

増分 

増分 

増分 

毎週交換 

  

http://webhelp.netjapan.com/AIP/Linux/2018/ja/help/index.html
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バックアップスケジュール設定例 

フルバックアップを実行し、カートリッジを毎週交換する運用例の設定について記載します。 

① アクティブイメージプロテクターの管理画面を開き「バックアップ」>「バックアップスケジュールの作成」を選択しま

す。 

 

 

② 「対象の選択」画面が表示されるのでバックアップ対象を選択し「次へ」をクリックします。 
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③ 「保存先の選択」が表示されるので、「保存先」の右側の「フォルダーを選択」をクリックして RDX ドライブのマ

ウントポイントを選択します。 
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④ 保存先を選択したら「保存先隔離オプション」の「保存先に指定した RDX をバックアップ後に取り外す」をチ

ェックし取り外しを実行したい曜日(以下の例では金曜日)を選択し、「次へ」をクリックします。 

 

 

⑤ 以下の「スケジュールの設定」表示となるので以下の設定を行い「OK」をクリックします。 

(ア) 「ベース」に週単位を指定 

(イ) バックアップを取得する曜日を選択(例では月曜日) 

(ウ) 実行時間を適切な値に変更(例では 19時) 

(エ) 増分実行曜日を指定(例では火曜日から金曜日) 

(例ではその他設定はデフォルト値を使用) 

    

上記の設定では毎週月曜日の 19時にフルバックアップを取得、火曜日から金曜日の 7時から 21時まで

1時間毎に増分バックアップを取得し、金曜日の最終増分取得後にカートリッジをイジェクトします。月曜日

の日中にカートリッジを交換する想定となります。 

 

(ア) 

(イ) 

(ウ) 

(エ) 
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⑥ 以下「スケジュール」の画面が表示されるので「オプション」を下記記載の通り変更し「次へ」をクリックします。 

 

 

オプション部拡大 

(ア) 「ベース」に週単位を指定「保有ポリシーを有効にする」にチェックを入れる 

(イ) 「保有対象外となった世代のイメージファイルを全て削除」を選択(デフォルト) 

(ウ) 「保有するバックアップ イメージの世代数」に「1」を設定 

(エ) 「新世代作成前に旧世代を削除する」にチェックを入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(ア) 

(イ) 
(ウ) (エ) 
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⑦ 以下の「確認」画面が表示されるので内容を確認して「完了」をクリックします。 

 

 

毎週金曜日の増分バックアップ終了後、自動的にカートリッジがイジェクトされるのでカートリッジを入れ替え

て下さい。 
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リカバリ 

 

iSCSI デバイスからのリカバリには CentOS ベースの起動環境メディアを用いて復元を行う必要が有ります。 

 

※CentOS ベースの起動環境メディアについて： 

・メディアキットを購入いただいている場合 

ActiveImage Protector 2018 Update 起動環境メディアをご使用ください。 

・プログラムをダウンロードで入手いただいている場合 

ActiveImage Protector 2018 Update RDX for Linux の ISO フォルダー内の

AIPBE_CentOS.iso を DVD-R に書き込んでご利用ください。 

 

以下の手順では CentOS ベースの起動環境メディアからの復元について記載します。また、USB外付け RDX

ドライブの場合にも CentOS ベースの起動環境メディアを用いての復元が可能ですので、下記手順より iSCSI

デバイスのみ実施の部分を省略して同様に復元を行って下さい。 

 

ブータブルメディアからのリカバリ 

 

CentOS ベースの起動環境メディアからのリカバリについて説明します。 

① ブータブルメディアから起動を行います。「Start ActiveImage Protector Boot Environment」を選

択して Enter キーを押します。 
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② 以下の画面が表示されるので「日本語」を選択し「OK」をクリックします。 
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③ 以下のダッシュボード画面が表示されます。 

 

注)以下ネットワーク設定、iSCSI デバイスの接続等は iSCSI デバイスの QuikStation4/8 のみで必要と

なります。ネットワークの設定は DHCP で IP アドレスが自動的に割り当てられる場合は必要ありません。 

 

④ 「ユーティリティー」>「ネットワーク設定」を選択します。(iSCSI のみ、Static IP環境のみ) 
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⑤ 以下のウィンドウが表示されるので「現在の NIC」に QuikStation と同一ネットワークに接続されている

NIC を、「IP アドレス」に接続に使用する IP アドレスを、「サブネットマスク」にサブネットマスク等接続に必要

な値を指定し適用をクリックします。(iSCSI のみ) 

   

 

 

上記の例では 192.168.1030/24 のプライベートネットワークに接続しています。 

 

 

以下のポップアップが表示されるので「OK」をクリックします。 
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⑥ 「ユーティリティー」>「ターミナルを開く」を選択します。 (iSCSI のみ) 

 

 

以下のポップアップが表示されるので「OK」をクリックします。 

 

 

⑦ ターミナルが表示されるので、iscsiadm コマンドによる接続を行います。 

(ア) iscsiadm -m discovery -t st -p IPaddr によりターゲットポータルを検索 

(イ)  iscsiadm -m node --login  によりターゲットにログイン 

(ウ)  ターミナルを終了 

 

⑧ 「ユーティリティー」>「ローカルボリュームのマウント」を選択します。 
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⑨ 以下の画面が表示されるので「更新」をクリックして最新の情報を反映します。 

 

がマウントされたボリューム 

がマウントされていないボリューム 

 

起動時に認識されたボリュームはすべてマウントされた状態となりますが、復旧対象のボリューム( / ボリューム

等)はマウントを解除し、バックアップ イメージがあるボリューム(RDX ドライブ)はマウントされている必要があり

ます。上記の例では/dev/sda が起動ディスクに当たり、/dev/sde1 はバックアップ イメージの存在する

RDX になります 
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⑩ それぞれのボリュームを「マウント解除」および「マウント」を実行し、RDX ボリュームのみが選択された状態とし

ます。 

 

 

⑪ 「操作」>「ボリュームの復元」を選択します。 
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⑫ 以下の「ボリューム復元」画面が表示されるので Local ディスクから「復元ポイント」を選択して「次へ」をクリッ

クします。 

 

 

LVM構成の場合、下記ポップが表示されますので環境に応じて進めてください。 
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⑬ 「復元設定」の表示となり、選択したディスクが［復元するアイテム：］に表示されます。復元したいアイテ

ム（ディスク、またはボリューム）をマウスでドラッグし、復元対象となるディスクにドロップし、「次へ」をクリックし

ます。 

 

 

下記ポップアップが表示されますので「OK」で進めてください。 
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「次へ」をクリックします。

 

 

⑭ 確認の画面が表示されるので内容を確認して「完了」をクリックします。 
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⑮ リカバリが開始されると「ダッシュボード」画面が表示されステイタスが表示されます。ステイタス「完了」を確認

します。 

 

 

⑯ 「操作」>「終了」>「シャットダウン」または「システム再起動」を選択して終了します。 

 

 

⑰ 正常に再起動したらリカバリの終了です。 
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付録 1) RDX QuikStation4/8のモードについて 

 

RDX QuikStation4/8 では RDX ドライブ、論理ボリューム、保護ボリューム、ディスクオートローダ、テープエミュ

レーション等の複数の論理デバイスモードを選択できます。 

本書で記載した手順では このうち RDX ドライブ、論理ボリューム、保護ボリューム、ディスクオートローダのリムー

バブルディスクモードでの使用を前提にしています。 

各論理デバイスモードの詳細に関しては「RDX QuikStation 4 and 8製品マニュアル」を参照ください。 

 

各モードの概要 

 

RDX ドライブモード 

 

通常の RDX として 8 ドライブそれぞれが独立した iSCSI ターゲットとして設定されるモードです。 

基本的に USB 接続の単体ドライブが iSCSI 接続に置き換わったもので、通常の RDX QuikStor と同様に

使用出来ます。 

 

論理ボリュームモード 

 

複数のカートリッジを結合して一つのカートリッジとして認識させるモードです。1-4 カートリッジを結合することができ

ます。後からカートリッジを論理ボリュームに追加することも可能です。単純な結合でストライピング等も行われませ

ん。 

カートリッジの交換時には Firmware：1.004.02以前のバージョンではインポートが必要になります。 

また、旧 Firmware：1.003.05 ではホストからのイジェクト操作が出来ない不具合があります。本書で記載し

た自動イジェクトスクリプトはこのモードでは動作しません。最新 Firmware にアップグレードする必要があります。 

 

保護ボリュームモード 

 

RAID5 および RAID6 によりカートリッジ間で冗長化を持たせたモードです。RAID5 の場合 3 から 4 カートリッ

ジ、RAID6(QuikStation8 のみ)の場合 4 から 8 カートリッジで保護ボリュームを構成します。 

同様にカートリッジの交換時にはインポートが必要です。 

 

QuikStation8 の論理ボリュームおよび RAID5 保護ボリュームでは 1-4 番のドライブと 5-8 番のドライブを使

用して 2 つの論理デバイスが作成されます。 

 

 

RAID6保護ボリュームでは全体で 1 つの保護ボリュームデバイスを構成します。 
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ディスクオートローダモード 

 

1 台の RDX ドライブと 8 スロットで構成されるモードでカートリッジイジェクトされると自動的に隣のカートリッジがマ

ウントされます。物理的にカートリッジをイジェクトされる設定と実際にはカートリッジはイジェクトされず、論理的にイ

ジェクトされるだけの設定を選択できます。 

 

 

モード固有の操作 

 

各論理デバイスモードに固有の操作について特に使用するものについて説明します。その他の操作詳細について

は「RDX QuikStation 4 and 8製品マニュアル」を参照ください。 

 

論理/保護ボリュームの作成 

 

論理ボリュームが作成されていない場合、以下の手順で作成します。 

 

① 「論理デバイス」タブから「有効なディスク」を選択し、[作成]をクリックします。 

 

 

② 以下の画面が表示されるので論理ボリュームに含めるディスクの「作成」にチェックを入れます。[作成]ボタン

をクリックすると論理ボリュームが作成されます。 
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論理/保護ボリュームのインポート 

 

一度イジェクトした論理ボリュームを再度使用する場合や、他の QuikStation で作成した論理ボリュームをイン

ポートする場合は、以下の手順で行います。 

 

① 該当する論理ボリュームを構成する全てのカートリッジを挿入します。 

 

② 「論理デバイス」タブから UUID のついた「有効なディスク」を選択し、[インポート]をクリックします。 

 

 

 

③ 以下の画面が表示されるので「インポート」をクリックします。論理/保護ボリュームがインポートされて使用可

能となります。 

 

 

 

ディスクオートローダメディアをイジェクトせずにローテーション 

 

物理的なイジェクトを行うか論理的なイジェクトのみを行うかの設定となります。 

 

① 「論理デバイス」タブからディスクオートローダデバイスを選択して「詳細設定」を選択する。 
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② 「スロット中のメディアをイジェクトせずにローテーションする。」のチェックの有無により設定します。 
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付録 2) udev ルールの書き方 

 

USB タイプの場合、カートリッジの交換であればデバイスパスの変動はありませんが、別の USB メモリを刺したまま

RDX の USB ケーブルを抜差しするとデバイスパスが変わることがあります。 

頻繁に USB メモリを抜差しする環境などは、udev ルールを設定して、デバイスパスを固定化する必要があります。 

 

① udev ルールを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

OS バージョンによって、udev ルールの作成先が異なるため注意してください。 

RHEL7.ｘ / CentOS7.x の場合：  

/usr/lib/udev/rules.d/10-local.rules 

 

RHEL6.ｘ / CentOS6.x の場合：  

/etc/udev/rules.d/10-local.rules 

 

RDX のタイプによって、ルールに記載する内容が異なってきますので注意してください。 

＊SYMLINKは任意の名前で構いませんが最後に%n を付けてください。 

 

USB タイプの場合： 

SUBSYSTEMS=="usb", ATTRS{idVendor}=="1a5a", ATTRS{product}=="RDX", 

SYMLINK+="RDX_USB_HDD%n" 

 

iSCSi タイプの場合： 

SUBSYSTEMS=="scsi", ATTRS{vendor}=="TANDBERG", ATTRS{model}=="RDX", 

SYMLINK+="RDX_iSCSI_HDD%n" 

 

② udev ルールの反映を行うため OS を再起動します。 

OS再起動後、[ ls /dev | grep RDX ] を実行してシンボリックリンクが正しいか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# touch /usr/lib/udev/rules.d/10-local.rules 
# vi /usr/lib/udev/rules.d/10-local.rules 
 
SUBSYSTEMS=="usb", ATTRS{idVendor}=="1a5a", ATTRS{product}=="RDX", 
SYMLINK+="RDX_USB_HDD%n" 
 
SUBSYSTEMS=="scsi", ATTRS{vendor}=="TANDBERG", ATTRS{model}=="RDX", 
SYMLINK+="RDX_iSCSI_HDD%n" 

# ls –la /dev | grep RDX 
lrwxrwxrwx. 1 root root           3 10 月  4 16:19 RDX_USB_HDD -> sdb 
lrwxrwxrwx. 1 root root          11 10 月  4 16:19 RDX_USB_HDD0 -> bsg/8:0:0:0 
lrwxrwxrwx. 1 root root           4 10 月  4 16:19 RDX_USB_HDD1 -> sdb1 
lrwxrwxrwx. 1 root root           3 10 月  4 16:19 RDX_USB_HDD2 -> sg2 
lrwxrwxrwx. 1 root root          15 10 月  4 16:19 RDX_USB_HDD3 -> bus/usb/002/008 
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③ fstab を udev ルールに合わせて編集します。例として、USB/iSCSI の記入例を表示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ [ mount –a ]コマンドを実行し、マウントされているかを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ デバイスパスが変わってもマウントが行われるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

# mkdir /USB/backup 
# mkdir /iSCSI/backup 
 
# vi /etc/fstab 
# 
# /etc/fstab 
# Created by anaconda on Thu Dec 14 12:59:10 2017 
# 
# Accessible filesystems, by reference, are maintained under '/dev/disk' 
# See man pages fstab(5), findfs(8), mount(8) and/or blkid(8) for more info 
# 
UUID=88ab5fe0-43ef-4ebe-a51a-3c0ded2945fe /                       ext4    defaults        1 1 
UUID=ff408246-729f-46c9-88cf-240f7f3d58ca /boot                   ext4    defaults        1 2 
UUID=3f4345e5-f65f-4c58-9f9f-d867c11a0264 swap                    swap    defaults        0 0 
/dev/RDX_USB_HDD1        /USB/backup     ext4    nofail    0 0 
/dev/RDX_iSCSI_HDD1        /iSCSI/backup     ext4    _netdev    0 0 
 

# mount -a 
# lsblk 
NAME   MAJ:MIN RM   SIZE RO TYPE MOUNTPOINT 
sda       8:0    0 111.8G  0 disk  
├─sda1 8:1    0     2G  0 part [SWAP] 
└─sda2 8:2    0 109.8G  0 part / 
sdb   8:16   1   2.7T  0 disk  
└─sdb1 8:17   1   2.7T  0 part /USB/backup 
sr0     11:0    1  1024M  0 rom   

# lsblk 
NAME   MAJ:MIN RM   SIZE RO TYPE MOUNTPOINT 
sda   8:0    0 111.8G  0 disk  
├─sda1 8:1    0     2G  0 part [SWAP] 
└─sda2 8:2    0 109.8G  0 part / 
sdb   8:16   1   3.8G  0 disk  
└─sdb1 8:17   1   1.5G  0 part /run/media/root/DEPLOY_USB 
sdc   8:32   1   2.7T  0 disk  
└─sdc1 8:33   1   2.7T  0 part /USB/backup 
sr0     11:0    1  1024M  0 rom   
 
# ls –la /dev | grep RDX 
lrwxrwxrwx. 1 root root           3 10 月  4 16:40 RDX_USB_HDD -> sdc 
lrwxrwxrwx. 1 root root          12 10 月  4 16:39 RDX_USB_HDD0 -> bsg/11:0:0:0 
lrwxrwxrwx. 1 root root           4 10 月  4 16:40 RDX_USB_HDD1 -> sdc1 
lrwxrwxrwx. 1 root root           3 10 月  4 16:39 RDX_USB_HDD3 -> sg3 
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問合せ先 

 

◆ActiveImage Protector について 

株式会社 アクティファイ 

営業本部 

E-mail :sales@actiphy.com 

TEL：03-5256-0877 

 

◆RDX について 

タンベルグデータ株式会社 

営業部 

E-Mail: TDJ_Sales@tandbergdata.com 

TEL: 03-5475-2140 


